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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
末
期
の

摂
食
障
害

⑤ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
、
食
物
を
認
識

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
口
や
舌

運
動
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
り

（
失
行
）、
咀
嚼
・
嚥
下
動
作
や

嚥
下
反
射
が
遅
延
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
原
始
反
射（
口
尖
ら
し

反
射
や
吸
綴
反
射
）が
出
現
し
、

疾患別PEG適応②

アルツハイマー病

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

胃
ろ
う
増
設
の
関
係
性
と
は

疾
患
別
P
E
G
適
応
の
第
２
回
目
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
で
す
。
認
知
症
の
方
の
胃
ろ
う

造
設
は
、
そ
の
人
の
生
命
と
そ
の
後
の
生
活
に
か
か
わ
り
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

問
題
に
ど
う
向
き
合
い
、胃
ろ
う
の
適
応
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
、解
説
し
ま
す
。

小
川
朋
子

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院　

脳
神
経
内
科

経
過
を
と
り
ま
す
。
病
状
の
進

行
の
度
合
い
を
示
す
も
の
に
Ｆ

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
自
然
歴

②ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
ゆ
っ

く
り
悪
化
す
る
慢
性
進
行
性
の

Ａ
Ｓ
Ｔ
ス
テ
ー
ジ
分
類（
表
1
）

が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
発
症
か
ら
死
亡
ま
で
は
、
平

均
３
～
10
年
と
さ
れ
、
高
齢
発

症
者
ほ
ど
生
命
予
後
が
短
く
な

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
は

①ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
認

知
症
の
原
因
と
し
て
最
も
頻
度

の
高
い
神
経
変
性
疾
患
で
す
。
現

在
の
日
本
に
お
け
る
認
知
症
患

者
は
、
約
５
０
０
万
人
と
推
定

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
過
半
数
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症
状
と

し
て
は
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら

れ
な
く
な
る
近
時
記
憶
障
害
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
実
行

機
能
障
害（
段
取
り
が
立
て
ら
れ

な
い
、
計
画
で
き
な
い
）、
見
当

識
障
害（
い
つ
、
ど
こ
、
だ
れ
か

わ
か
ら
な
く
な
る
）、
失
語（
物
の

名
前
が
出
て
こ
な
い
）、
失
行（
服

の
着
方
が
わ
か
ら
な
い
、
道
具
が

使
え
な
い
）、
失
認（
物
が
何
か
わ

か
ら
な
い
）な
ど
の
症
状
が
出
現

し
、
進
行
し
ま
す
。

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
様
々
な
程

度
の
行
動
・
心
理
症
状（
問
題
行

動
：
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）が
し
ば
し
ば
認

め
ら
れ
ま
す
。
攻
撃
性
や
暴
力
、

落
ち
着
き
の
な
さ
、
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
尋
ね
る
、徘
徊
、不
穏
・

興
奮
、
も
の
盗
ら
れ
妄
想
な
ど
が

出
現
す
る
と
、
介
護
に
非
常
な
困

難
を
来
す
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

頭
部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で

は
、
図
1
の
よ
う
に
、
海
馬
・
側

頭
葉
内
面
・
頭
頂
葉
の
対
称
性
萎

縮
を
認
め
る
こ
と
が
多
く
、
脳
血

流
検
査（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
／
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）

で
は
海
馬
・
側
頭
葉
内
面
・
頭
頂

葉
・
後
部
帯
状
回
で
の
血
流
低
下

が
特
徴
的
で
す
。

り
ま
す
。

日
本
人
で
の
検
討
で
は
、
50
％

生
存
期
間
は
、
８
・
５
±
１
・
４

年
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
直
接

死
因
と
し
て
は
肺
炎
が
最
も
多

く
、
そ
れ
に
は
嚥
下
障
害
や
誤

嚥
が
強
く
関
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

図1　アルツハイマー病患者の
頭部MRI

表1　アルツハイマー病の進行度分類（FAST）

矢印が海馬である。海馬萎縮のため、側脳室下
角は拡大している

FAST stage 臨床診断 FASTによる特徴
1. 認知機能の障害なし 正常 主観的および客観的機能低下は認められない
2. 非常に軽度の認知機能低下 年齢相応 物の置き忘れを訴える。喚語困難

3. 軽度の認知機能低下 境界状態 熟練を要する仕事の場面では機能低下が同僚によって
認められる。新しい場に旅行することは困難

4. 中等度の認知機能低下 軽度のAD 夕食に客を招く段取りをつけたり、家計を管理したり、
買い物をしたりする程度の仕事でも支障を来す

5. やや高度の認知機能低下 中等度のAD
介助なしでは適切な洋服を選んで着ることができない。
入浴させるときにもなんとかなだめすかして説得するこ
とが必要なこともある

6. 高度の認知機能低下 やや高度のAD

a） 不適切な着衣
b） 入浴に介助を要する。入浴を嫌がる
c） トイレの水を流せなくなる
d） 尿失禁
e） 便失禁

7. 非常に高度の認知機能低下 高度のAD

a） 最大限約6語に限定された言語機能の低下
b） 理解しうる語彙はただ1つの単語となる
c） 歩行能力の喪失
d） 着座能力の喪失
e） 笑う能力の喪失
f） 昏迷および昏睡
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
末
期
の

摂
食
障
害

⑤ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
、
食
物
を
認
識

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
口
や
舌

運
動
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
り

（
失
行
）、
咀
嚼
・
嚥
下
動
作
や

嚥
下
反
射
が
遅
延
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
原
始
反
射（
口
尖
ら
し

反
射
や
吸
綴
反
射
）が
出
現
し
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
に

対
す
る
胃
ろ
う
造
設
の
適
応

⑥ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
に

対
す
る
胃
ろ
う
造
設
の
適
応
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
指
針
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
自
体
が
進
行
し

て
食
事
が
取
れ
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
胃
ろ
う
造
設
に
よ
っ

てQ
uality of Life

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が

改
善
す
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、

積
極
的
な
導
入
は
控
え
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

実
臨
床
の
場
で
よ
く
経
験
す

る
の
は
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
す
。

そ
れ
ま
で
食
事
が
と
れ
て
い

た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
が
、

誤
嚥
性
肺
炎
や
そ
の
他
の
急
性

疾
患
で
入
院
し
、
入
院
の
原
因

と
な
る
疾
患
は
回
復
し
ま
し
た
。

が
、
そ
の
後
も
嚥
下
困
難
や

食
事
量
の
低
下
が
続
い
て
お
り
、

栄
養
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
、

と
い
っ
た
状
況
で
す
。
こ
の
場

合
に
、
人
工
的
な
栄
養
管
理
の

ス
プ
ー
ン
を
咥
え
て
離
さ
な
い

な
ど
、
食
事
介
助
が
困
難
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ス
テ
ー

ジ
と
し
て
は
６
の
後
半
～
７
で
、

日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
も
車
い
す

～
寝
た
き
り
の
状
態
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

適
応
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
し
ょ
う
。

前
述
の
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ス
テ
ー
ジ

の
米
国
版
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
７

の
次
に
ス
テ
ー
ジ
７
C+
が
あ
り

ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ス
テ
ー
ジ
７

の
進
行
し
た
認
知
症
に
加
え
、

「
誤
嚥
性
肺
炎
・
尿
路
感
染
症
・

敗
血
症
・
多
発
褥
瘡
・
持
続
す

る
発
熱
・
6
か
月
以
内
に
体
重

が
10
％
減
少
」の
い
ず
れ
か
の
項

目
が
出
現
し
た
状
態
で
す
。

こ
の
６
つ
の
因
子
は
、
半
年

以
内
の
死
亡
の
リ
ス
ク
と
さ
れ

て
い
て
、
上
記
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
、
胃
ろ
う
造
設
を
行
わ

な
い
の
も
妥
当
な
判
断
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

残
念
な
こ
と
に
、
現
実
で
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
胃

ろ
う
造
設
は
、
家
族
や
施
設
の

都
合
で
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療

③ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療

薬
に
は
、
脳
内
の
ア
セ
チ
ル
コ

リ
ン（
Ａ
ｃ
ｈ
）を
増
や
す
働
き

の
あ
る
、
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
阻
害
薬「
ド
ネ
ペ
ジ
ル
・
ガ
ラ

ン
タ
ミ
ン
・
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
」

と
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
の

過
剰
な
興
奮（
ノ
イ
ズ
）を
抑
制

す
る
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
拮
抗

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の

食
欲
不
振
と
対
策

④進
行
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
患

者
の
約
８
割
が
何
ら
か
の
摂
食

嚥
下
障
害
を
来
す
、
と
の
報
告

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
欲
不
振
の
原
因
と
し
て
、

ま
ず
は
、
味
覚
障
害
や
嗅
覚
障

害
に
よ
る
、
食
の
好
み
の
変
化

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
患
者
は
、
味
覚
障
害

の
た
め
、
特
に
甘
い
味
や
濃
い

味
を
好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

味
付
け
を
濃
く
し
た
り
、
香
辛

料
を
利
か
せ
た
食
事
に
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
食
欲
を
取
り
戻

す
努
力
を
し
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
は
、

食
事
に
際
し
て
注
意（
集
中
）を

保
つ
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

複
数
の
皿
が
あ
る
と
一
部
を
見

落
と
し
や
す
く
な
る
の
も
、
認

薬「
メ
マ
ン
チ
ン
」が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

前
者
の
副
作
用
と
し
て
、
悪

心
・
嘔
吐
・
食
欲
不
振
な
ど
の

消
化
器
症
状
が
出
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
後
者
は
、

意
欲
低
下
や
め
ま
い
、
傾
眠
な

ど
の
副
作
用
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
伴
う

問
題
行
動（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）の
治
療

と
し
て
は
、
や
む
を
得
ず
、
非

定
型
抗
精
神
病
薬
が
処
方
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
０
５
年
に
Ｆ

Ｄ
Ａ（
米
国
食
品
医
薬
局
）
は
、

突
然
死
等
が
増
加
す
る
と
の
警

告
を
出
し
て
い
て
、
そ
の
適
応

に
つ
い
て
は
、
適
用
外
使
用
で

あ
る
こ
と
も
含
め
慎
重
に
行
う

べ
き
で
し
ょ
う
。

知
症
の
症
状
の
１
つ
で
す
。
ま

た
、
箸
が
う
ま
く
使
え
な
い
た

め
に
、
食
事
を
や
め
て
し
ま
う

患
者
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
は
、

注
意
を
そ
ら
す
テ
レ
ビ
な
ど
の

刺
激
が
な
い
状
態
で
、
一
皿
に

料
理
を
盛
り
つ
け
、
ス
プ
ー
ン

の
使
用
を
促
す
方
法
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
抗
認
知
症
薬
の
使
用

や
増
量
も
考
慮
す
べ
き
で
し
ょ

う
。さ

ら
に
、
薬
剤
の
副
作
用
に

よ
る
食
欲
不
振
も
し
ば
し
ば
経

験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
治
療
薬
の
ド
ネ
ぺ
ジ

ル
や
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
は
、
ア
セ

チ
ル
コ
リ
ン
・
ム
ス
カ
リ
ン
作

用
に
よ
り
、
食
欲
不
振
・
嘔
吐

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
治
療
薬
を
リ

バ
ス
チ
グ
ミ
ン
貼
付
剤
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。
同
剤
は
経
皮
吸
収
で

あ
る
た
め
、
吐
き
気
や
食
欲
不

振
の
副
作
用
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
貼
付

剤
に
よ
っ
て
、
嚥
下
機
能
が
改

善
し
た
報
告
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
対
し
て

抗
精
神
病
薬
が
投
与
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
意
識
レ
ベ
ル
の
低

下
や
薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ

ム
、
唾
液
分
泌
低
下
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
食
欲
低
下
や
嚥
下

障
害
を
来
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

可
能
な
か
ぎ
り
、
抗
精
神
病
薬

を
減
量
・
中
止
し
ま
す
。

そ
の
他
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

や
抗
コ
リ
ン
作
用
の
あ
る
薬
剤

も
、
唾
液
分
泌
低
下
を
来
し
て

食
欲
低
下
を
招
く
た
め
、
中
止
・

変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

り
ま
す
。

日
本
人
で
の
検
討
で
は
、
50
％

生
存
期
間
は
、
８
・
５
±
１
・
４

年
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
直
接

死
因
と
し
て
は
肺
炎
が
最
も
多

く
、
そ
れ
に
は
嚥
下
障
害
や
誤

嚥
が
強
く
関
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。


